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法を用いた遺伝子解析
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長 岡 中東綜倉病院

産 婦 人科

妊娠中藤症の原因はいまだ不明であるが,免疫学的 ･

遺伝学的原因の関与が推察されている.一方,免疫学的 ･

遺伝学的背景を有する疾患ではヒト主要組織適合抗原系

である HLA抗原系と疾患との関連性が検討されてい

る.われわれはすでに妊娠中毒症と HLA クラス Ⅰ

(HLA-A,-B,-C)抗原との関連性を検討 し,報

告している.今回,血清学的に判定が困難なクラスⅡ抗

原につき PCR-RFLP (PolymeTaSeChainreac-

tion-restrictedfragmentlengthpolymorphism)

法を用い,遺伝子型を判定し,疾患感受性,疾患抵抗性

について検討した.塞症妊娠中轟症症例43例,対照群50

例について末梢血l)ンバ球から DNA を分離.PCR

法により多型性を有する領域を増幅し,制限酵素を用い

て切断,その切断パターンにより,HLA 遺伝子型を判

妊娠中毒症について疾患感受性を示す型が認められた

6)当院における過去10年間の産科統計

花岡 仁 -･.開恨 正幸

-I::･二 .:,∴ l:I;:∵ !､㍉ (甘 ､汀 (:::)

新潟市民病院では1987年に新生児医療センターが開

設されて以来滞10年が経過した.そこで,この間の主な

産科統計について,全国的な動向をふまえながら報告す

る.

全国的な出生率の低下,妊婦の高齢化,多胎の増加,

早産の増加は,当科の統計でもこれらの点が反映されて

おり,近年では,分娩数約850件 (減少),高年初産3.5

% (増加上 多胎 3.8% (増加),早産17.4% (増加)

であった.

母体搬送は年々増加し,近年では分娩数の17.7%を

占めた.

これらハイリスク妊娠の増加により帝切率は増加して

おり,近年では28.6%であった.

7)染色体異常を伴った胎児水腫の一例
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胎児水腫を契機に,束の14･21番ロバートソン塑転座

が発見された夫婦の診療を経験した.この夫婦に流産歴

はない.しかし,初回妊娠は,18週で胎児水腫が発見さ

れず結局人工流産に終った.鬼は女性で,剖検せず染色

体検査のみ提出した.その結果,14･21番ロバ-トソン

型転座および3本のⅩ染色体という2種類の異常を合

わせ持つことが判明した.間もなく2回目の妊娠が成立

し,夫婦は胎児および自らの染色体検査を希望するに至っ

た.その結果,妻は正常核型サ夫と胎児は1車 21番ロバ-

トソン型転座 (均衡型)を有することが判明した.妊娠

は継続され,41週で銅68グラムの健康女児が出生した.

ここに診療は-担終了したが,数々の疑問が残った.

主なも捌 ま,初回の染色体異常と胎児水腫との関連の看

取 および,過剰なⅩ簸色体の由来という2点である.

立証はもはや困難であろうが, トリプル Ⅹ と胎児水腫

が関連し得る可能性は指摘できると考える.

8)切迫早産症例に対する羊水穿刺に関する考察
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欝慧 正壷 藩 豊治( 同 小児科)

子宮内感染の正確な評価は切迫早産,前期破永の管理

に重要である.子宮内感染診断百的に羊水穿刺施行した

妊娠23-32週の切迫早産事前期破水銅例を対象に,辛

水検査と母体血液検査の結果,穿刺後妊娠経過,CAM

や胎児感染の有無を比較検討し,羊水穿刺の意義を評価

した.羊水中グルコース濃度 (<20mg/dl工 細胞敬

(>100/n13),白血球エステラーゼ (>2十㌦何れか

1つ以上陽性の場合に子宮内感染とした.

感染の判定で児を娩出した7例 (CAM 5例,うち胎

児感染4例),感染が否定され妊娠継続 した4例は羊水

穿刺の意義を認め,母体血液検査,羊水検査共に感巣徴

候なく追加情報の軽い4刑,穿刺直後に分娩に至った6

例は意義を認めず,3例は他の要因で分娩となり判定不

能だった.
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羊水申ダルコ-ス濃度,細胞数,白血球エステラーゼ

の所見は CAM,胎児感染の診断に有用と考えられ,グ

ルコース濃度は敏感度.特異度とも90%以上だった.

9)出生前診断で嚢胞を指 摘 さ れ た 胆 道 閉鎖症

の1例

飯沼 奉史t岩濁 展
内山 昌則 ･内藤万砂文
八木 実 (

新 潟 大
小児外科

本 多 晃 ･関壕 直人

瞭 永 雅道 ･許 豪治
内山 聖 ( 同 小児科 )

症例は46生E]の男児.胎生24遇 より肝下面に直径

2cm の嚢胞を指摘され,37遇2812g で出生 した.総

胆管の拡張を認め,生後2週間は黄色憶であったことか

ら,先天性胆道拡張症として経過観察された,しかし37

EHこ開腹手術を施行された.手術所見では総胆管の嚢腫

状拡張と肝PEト部微小肝腎間存.肝内胆管の雲母状変化を

伴うⅠ型胆道閉鎖症であった.肝門部空腸吻合郡内狭窄

のため,再手術を1嶺0病日に再手術を施行したが,以後

順調に経過し黄喧は消失Lた,

10)出生前 診 断 さ れ た 泌尿器疾患の治療方針

IIJ際 岩 雄 ･小幡 和也

竃蔑 護憲 凍 内 孝幸(袈空撮 学)

1987年から1997年までの11年間に当科で扱った出生

前診断症例は64例で,腎尿路疾患は29例45%を責めた.

腎孟尿管移行部閉塞による水腎症16例,多蛮性異形成腎

7例,原発性閉塞性巨大尿管 2例,両側勝耽憩室 1例,

膝枕尿管逆流2例であった.腎孟尿管移行部閉塞による

水腎症は4度以上の水腎で利尿レノグラムでラシックス

に反応のない12例を手術適応とし,いずれも腎壕をおか

ず -一期的に Anderson-Hynes腎孟形成を行った.千

術H令は5から232日 (中央値58E_i)だった.多(#性異

形成腎はいずれも経過観察したが,2才過ぎても縮小 し

ない3例で切除した.原発性閉塞性巨大尿管は1刑は生

後26日に一期的に,1例は腎壌造設後.生後45日に.梶

管陣批吻合を行った.VUR の 1例は生後3か月で逆

流防止術を行い.1例は経過観察した.両側晴耽憩室は

生後10か月で,憩室切除.尿管晴耽吻合術を行った.全

例腎機能は保たれ良好に経過している.

ll)右横隔膜ヘ ルニアの 1例 (tL11生前診断例)

大沢 義弘
鈴木 簿予 近藤 闇 路 錨 蒜 内 病院)
増谷 聴 ･池上 博彦 ( 同 小児 科 )

ず95年以降当科で経験した先天性横隔ヘルニア症例は

8例で,いずれも生直後発症例であり,待機手術にて対

応 してきた く内死亡 2例).

このうち最近経験 した症例は,出生前診断された右横

隔膜発症例で,肝右葉も横障内 (左側にまで及ぶ)に陥

入した横隔膜全欠損の重症型であった.これに対 し,坐

後4日目に開胸腹手術にてパッチ (ゴアテックス)を用

いて開銀した.

術後8病日頃までは比較的順調に経過したが,同10病

[-]肺高血圧 (PPHN)の再増悪をきた し呼吸循環不全

にて死亡した.

Ⅱ.特 別 講 演

｢胎児医療の最近の進歩｣
名古屋市立大学産科婦人科学教室教授

鈴 森 蔑 先生

第朝固新潟造血器腫癌研究会

日 時 平成11年3月26日 (金)
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1)EPOCH療法が奏功した高悪性 度悪性 リン

パ 膿 の-例

今井 洋介 欄 高明 ( 景 孟宗姦詣 ター )

本間 慶- ･根本 啓一 ( 同 病理科 )

症例は84歳,女性.蹄耽内腺痛にて尿閉状態 となり,

当院泌尿器科へ紹介入院.末梢血中に異型 リンパ細胞を


